
７．本時の目標

・ ５のいくつ分かの大きさを求めながら、５の段の九九を構成することができる。

（８／１６）８．本時の展開

児 童 の 学 習 活 動 評価と教師の指導・援助過程

課 １．問題（事件）を読み、課題を把握する。

○クッキーが １ふくろに こずつ 入っていま ・５個ずつ 袋分であることが分かる

題 す。７ふくろぶんでは なんこでしょう。

・問題についての話をしながら、その意味を具体的にとら ・ いくつ のいくつ 」が、しっ「 ずつ 分

づ える （かけ算の式に表す。５× ） かりと押さえられているかを確認する。

・前々時を想起しながら、課題を考える。

か ◎５の１つぶんから じゅんばんにしらべて、５の ・５×１から順番に５の段の九九を作

だんの九九の きまりをみつけよう。 っていくことが分かる。

み

２．各自の力で、解決に向けて努力する。

・２の段の時と同じようにやればいいんだ。 ・①～④のどれかの方法で解決すれば

ひ ・５の一つ分（５×１）から、順番にやっていけばいい。 いいことが分かる。

① （一つ分 （二つ分 ・・・ 九 つ 分 ） ・２の段の学習の掲示を見ながら 「よ） ） （ 、

○ ○○ ・・・ ○○○○○○○〇〇 し。ぼくはこの方法でやろう 」と意志。

５ １０ ・・・ ４５ 決定させる。

と

②（一つ分）５ ５×１＝ ５

（二つ分）５＋５ ５×２＝１０ ・①～④のどれかの方法で解決するこ

・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ とができる。

り （九つ分）５＋５＋５＋５＋５＋５＋５＋５＋５ ・Ｒ児に対しては「いろいろな方法でや５×９＝４５

。」 、 。ってみよう と促し 意欲を喚起する

③ （簡単にできそうな武器は、他へ譲ろう５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ますぬりしき

● ● ● ● ● ● ● ５×１＝ ５ という気持ちを持たせる ）。

学 ● ● ● ● ● ● ● ５×２＝１０

● ● ● ● ● ● ● ５×３＝１５ ・Ｎ児に対しては、その様子を見ながら

● ● ● ● ● ● ● ・・・・・・ やり方について支援する。

● ● ● ● ● ● ● ・・・・・・

び ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５×９＝４５ ・Ｋ児に対しては、出来る限り本人の意

思を尊重しながら見守る。

〇とびしき④

〇 〇 〇 ・・・・・・ 〇

３．各自の考えを交流しながら、理解を深める。

・一袋に５個ずつ入っているから、一つ分では５個です。 ・５×１から順番に 「いくつ分 「た、 」

、 。 」「 」「 」仲 ・二つ分では５＋５＝１０になり 一つ分より５増えます し算 いくつ増える かけ算の式

かけさんのしきにすると５×２＝１０になります。 「答え」を関連させて発表すること

間 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ができる。

・九つ分では５＋５＋５＋５＋５＋５＋５＋５＋５＝４５ ・聞きながら支援する （児童からも）。

学 になり、八つ分より５増えます。かけ算の式にすると、 ・自分の考えとの類似点や相違点を発

５×９＝４５になります。 表することができる （ ）。「 」ま・っ・く

び ・だから、答えは４５になります。 〇５ずつのかたまりがわかりやすい。

〇たし算とかけ算をつなげて考えている。

〇５ずつ増えていくことが分かりやすい。

５をかけることが分かりやすい。

ま ※ 分かったことは、５の段ではかける数が１増えると ・分かったことを自分の言葉ではっき

５ずつ増えることが分かりました。 りと言うことができる。

と

４．５の段の九九の構成をまとめる。 ・５の段の九九を構成することができ

め ・ できたら正しい唱え方の練習をする。 る。


